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ⅠⅠⅠⅠ    題材題材題材題材    Ａ 材料と加工に関する技術  『製作品の構想』    

    

ⅡⅡⅡⅡ    題材について題材について題材について題材について    

１年生の後期からＡ材料と加工に関する技術を履修させている。今回は、一枚板を自由設計し、材料

を加工して作品を仕上げるという活動を通して，材料に適した加工法や工具の適切かつ安全な使用につ

いて理解させ，ものづくりにおける基礎的・基本的な知識と技術を習得させるとともに、創造・工夫す

る力、他者と関わる力（製作を通した協調性・責任感など）を養っていきたい。 

また、ものづくりを支える能力などを一層高めるとともに、技術を適切に評価し活用出来る能力と実

践的な態度の育成にせまっていきたい。 

成長過程における生徒の製作体験は、創造力を伸ばすとともに、人間形成の面からも大きな役割を担

っていると考える。機械を使って自動的に製品が生産できる現代であるが、あえて道具を使ってものを

つくることを重要視したい。    

    

ⅢⅢⅢⅢ    題材の指導目標題材の指導目標題材の指導目標題材の指導目標    

○ものづくりの学習内容に関心を持ち，自ら課題に取り組む意欲と態度をもたせる。【関心・意欲・態度】 

○知識・技術を活用して、課題を発見し、その解決について工夫し創造させる。【生活を工夫する能力】 

○生活に必要な基礎的・基本的な技術を身に付けさせる。【生活の技能】 

○ 技術に関する基礎的・基本的な知識を身に付け、生活と技術の関わりについて理解させる。 

                              【生活や技術についての知識・理解】 

 

ⅣⅣⅣⅣ    本時における言語活動本時における言語活動本時における言語活動本時における言語活動    

    

具体物をモデル化し、図面に表すことができるようにする。。。。    

 

ⅤⅤⅤⅤ    生徒の実態について生徒の実態について生徒の実態について生徒の実態について    

全体としては、技術の学習に対する意欲も高く，製作に対しても積極的に取り組む生徒が多い。 

小学校における工作に関する学習は、木材加工まで行えている生徒は少ない。学芸会などの行事で大道

具を作ったりすることで、自分の経験を発表できる生徒もいるが、のこぎりを一度も使ったことのない

生徒は、学級の１／３程度いる。安全面も含めて丁寧に指導していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                  

ⅦⅦⅦⅦ    指導と評価の計画指導と評価の計画指導と評価の計画指導と評価の計画（２６時間扱い・・・・本時６/２６） 

月 内

容 

題材 指導目標 主な学習活動 時数 【言語活動系統

表】との関連 

４ 

 

 

Ａ 

 

材

料

と

加

工

に

関

す

る

技

術 

１．生活や産業の中

で利用されてい

る技術 

①技術が生活の向上や産業の継

承と発展に果たしている役割に

ついて考えさせる。 

〇生活の中で技術

がどのように進歩

してきたか調べ

る。 

1 【収集・整理】 

11 

 

 

12 

２．材料と加工法 

②材料の特徴と利用方法を考え

る。 

 

③材料に適した加工法を知り，

工具や機械を安全に使用でき

る。 

 

④材料と加工に関する技術の適

切な評価・活用について考える。 

 

〇材料の性質を調

べる。 

 

〇各機械や工具の

名称と適切な使い

方を考える。 

 

〇材料と加工に関

する技術の課題を

社会的，環境的，

経済的側面から考

える。 

4 【解釈・説明】 

1 

 

2 

 

3 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

３．材料と加工に関

する技術を利用

した設計・製作   

 

⑤使用目的や使用条件に即した

機能と構造について考える 

 

 

⑥構想の表示方法を知り，製作

図をかくことができる。 

 

⑦製作図を基にして，材料取り，

部品加工，組立て・接合，仕上

げなどができる。 

 

 

〇使用予定の材料

で作成できるもの

について考える。 

 

〇製作品の構想を

等角図，キャビネ

ット図及び第三角

法で表す。 

〇工具や機器及び

製作順序などをあ

らかじめ整理し作

業計画を立てる。 

 

〇図面に示された

寸法に合わせて，

けがき用工具を用

いて切りしろや削

りしろを考慮した

けがきを行う。 

20 【構想・実践】 

７ ４．技術と環境 

⑧材料と加工に関する技術が社

会や環境に果たしている役割に

ついて理解し，技術の適切な評

価と活用について考える。 

 

〇森林資源の有効

利用や，再資源化

しやすい製品に潰

えて調べまとめ

る。 

1 

 
【討論・協同】 



    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

観

点 

指導 

目標 

評価方法 Ａのキーワード・具体例 評価規準Ｂ Ｃへの手立て 

関 

心 

・ 

意 

欲 

・ 

態 

度 

① 

⑧ 

観察 

ワークシート 

技術が生活の向上させ

ていることを説明でき，

技術が環境問題の原因

と解決にかかわってい

ることを指摘できる。 

 

技術の進展と環境との

関係について例をあげ

て具体的にまとめてい

る。 

技術が生活の向上や産

業の発展に果たしてい

る役割と技術の進展と

環境の関係について関

心を持っている。 

 

 

技術の進展と環境との

関係についてまとめて

いる。 

教科書等で技術の発

達について気付かせ

る。 

 

 

 

 

技術と環境のかかわ

りについて振り返る。 

生

活 

を 

工

夫

す 

る 

能

力 

④ 

⑤ 

 

観察 

作品評価 

ワークシート 

材料と加工に関する技

術の課題を社会的，環境

的及び経済的な側面か

ら検討している。 

 

構想の中で新しい発想

を生み出し活用しよう

としている。 

材料と加工に関する技

術的な課題を明確にし

ている。 

 

 

使いやすさ及び丈夫さ

などを比較・検討し構想

している。 

材料と加工に関する

技術的な課題につい

て資料を提示する。 

 

 

身の回りにあったら

便利なものを考えさ

せる。 

生

活

の

技 

能 

③ 

⑦ 

観察 

作品評価 

切断・切削に必要な工具

を安全にかつ効率よく

利用している。 

 

工具や機器を安全にか

つ能率的に使用してい

る。 

切断・切削に必要な工具

や機器を正しく操作す

ることができる。 

 

工具や機器を安全に使

用できる。 

 

工具や機器の操作に

ついて注意点を伝え

操作を見せる。 

 

工具や機器の取り扱

いについて確認する。 

知 

識 

・ 

理 

解 

② 

⑥ 

ワークシート 

作品評価 

材料の特徴について，良

い点や悪い点を指摘で

きる。 

 

正しく図に表し，例題以

外のものにも挑戦して

いる。 

材料の特徴と加工法に

ついて知識を身につけ

ている。 

 

等角図，キャビネット図

及び第三角法について

その見方や書き方を 

理解している。 

材料の特徴について

身の回りから考えさ

せる。 

 

図のかき方について

簡単な問題から考え

させる。 



ⅧⅧⅧⅧ    本時案本時案本時案本時案    

１    題材  「製作品の構想」    

２    学習目標 

  ・キャビネット図の見方やかきかた知る。          【生活や技術についての知識理解】      

・キャビネット図で具体物を図面に表すことができる。      【生活や技術についての技能】 

３    学習の展開 

学習活動 教師の働きかけ 指導上の留意点 

○前時までの学習を振り返

る。 

 

○学習内容をとらえる。 

 

 

       

 

○伝言ゲームをする 

 

 

 

 

○さいころのかきかた。 

 

 

 

○キャビネット図について  

 

 

 

○課題をキャビネット図でか

く 

 

 

○難しい立体について考え

る。 

 

 

○ 授業のまとめをおこなう 

○前時までの確認 

 

 

○本時の学習内容の確認 

 

 

 

 

○簡単な製作品の形状をある生徒だけに

見せ、その形状を口頭で次の生徒に伝え

引き継ぐゲームをする。 

 

 

○ 図面のかきかたについて考えさせ、キ

ャビネット図、等角図について知る 

 

 

○キャビネット図のかきかたを学習する。 

 

 

 

○簡単な立体を掲示し、図面におこせるよ

うに援助する。 

 

 

○正面の捉えずらい立体を扱い考えさせ

る。 

 

 

○本時のまとめを行う。 

 

○前時までに行ったことを想起

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 キャビネット図のかきか

たを理解しているか。 

      （ワークシート） 

 

評価 正しく図面がかけている

か。 

      （ワークシート） 

 

 

 

 

 

評価 構想図をかく方法の良さ

について記入することができて

いるか。 

      （ワークシート） 

 

 

 

 

 

    

構想を正しく図で表そう 


